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2（２００９年８月）

　

市
で
は
、�
お
産
が
で
き
る
ま
ち
�
を
目

指
し
、
市
民
病
院
に
【
院
内
助
産
所
】
を

開
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
７
月

か
ら
妊
婦
健
診
と
母
乳
育
児
外
来
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を

ご
案
内
し
ま
す
。

①
妊
婦
健
診

　

通
常
、
出
産
ま
で
に
は
、　

回
〜　

回

１３

１５

の
定
期
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
健
診
の
た
び
に
遠
方
施

設
へ
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

し
た
が
、
身
近
で
あ
る
市
民
病
院
で
健
診

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
健
診
は

医
師
と
助
産
師
に
よ
る
健
診
が
あ
り
ま
す
。

　

他
院
で
出
産
予
定
の
方
も
、
主
治
医
と

相
談
の
う
え
、
市
民
病
院
で
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
母
乳
育
児
外
来

　

助
産
師
が
、
出
産
後
か
ら
卒
乳
ま
で
の

母
乳
育
児
中
の
お
母
さ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
を

応
援
し
ま
す
。「
で
き
る
だ
け
母
乳
だ
け

で
育
て
た
い
」「
母
乳
の
あ
げ
方
が
わ
か
ら

な
い
」「
い
つ
ま
で
母
乳
を
あ
げ
た
ら
い
い

の
？
」
な
ど
育
児
中
の
お
母
さ
ん
の
悩
み

相
談
な
ど
、
助
産
師
が
一
緒
に
考
え
な
が

ら
、
解
決
方
法
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
き
ま
す
。

③
分
娩
予
約

　

院
内
助
産
所
は
、
平
成　

年
3
月
末
こ

２２

ろ
出
産
予
定
の
方
の
予
約
を
受
付
け
し
ま

す
。
な
お
、
院
内
助
産
所
で
の
出
産
は
、

順
調
に
妊
娠
経
過
し
て
い
る
方
を
対
象
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
産
婦
人
科
外
来
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

  
緊
急
時
は

　
　

産
科
医
師
が
対
応

　
 

分
娩
に
は
、
基
本
的
に
助
産
師
が
付

き
添
い
ま
す
。
万
が
一
、
分
娩
経
過
中

に
医
学
的
処
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
医
師
が
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

医
師
が
連
携
病
院
で
の
治
療
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、
他
院
へ
転
院
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
婦
人
科
診
療

　

す
で
に
開
始
し
て
い
ま
し
た
婦
人
科
の

診
療
も
、
今
ま
で
通
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
で
の
分
娩
予
約
は
８
月
末
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す



3 （２００９年８月）

とうみ

①
施
設
の
概
要

　

市
民
病
院
駐
車
場
東
に
、
一
部
2
階
建

て
で
、
環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、
長
野
県

産
材
を
使
用
し
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
地
熱
利
用
に
よ
り
、
夏
涼

し
く
冬
暖
か
く
、
花
粉
や
チ
リ
を
除
去
し

た
ク
リ
ー
ン
な
空
気
の
建
物
と
な
り
ま
す
。

●
間
取
り

１
階　

個
室
５
部
屋
（
母
児
同
室
）・
外
来

診
察
室
（
助
産
師
外
来
）・
分
娩
室
・
新

生
児
室　

他

２
階　

多
目
的
室
・
相
談
室
（
母
乳
育
児

支
援
）　

他

●
部
屋
（
個
室
）
の
タ
イ
プ

　

・
和
室　

２
部
屋

　

・
洋
室　

２
部
屋

　

・
特
別
室
１
部
屋

　

※
全
室
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
付

②
基
本
的
な
考
え
方

１
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
、
温
か
い
お
家
で
、

お
母
さ
ん
が
中
心
の
安
心
で
自
然
な
お

産
が
で
き
る
。

　

ひ
と
昔
前
は
、
自
宅
へ
お
産
婆
さ
ん
に

来
て
も
ら
い
お
産
を
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
で
し
た
。
そ
の
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、

正
常
な
妊
娠
経
過
を
た
ど
っ
て
い
れ
ば
、

自
宅
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
安

心
し
て
自
然
な
お
産
が
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

２
、
住
民
が
気
軽
に
集
い
、
心
の
安
心
に

つ
な
が
る
子
育
て
（
親
育
て
）
を
地
域

で
支
え
る
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
若
い
お
母
さ
ん
達

の
産
前
産
後
の
不
安
や
、
育
児
の
悩
み
を

相
談
す
る
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
近
所
さ
ん
や
先
輩
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

集
い
、
産
前
産
後
や
育
児
に
つ
い
て
相
談

し
、
心
の
安
心
に
つ
な
が
る
場
が
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
は
病
気
で
は
な
く
、
女
性
の
一
生

の
中
で
営
ま
れ
て
い
く
自
然
な
過
程
の
一

つ
で
す
。
お
母
さ
ん
の
産
む
力
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
出
産
後

も
自
信
を
持
っ
て
楽
し
い
育
児
ラ
イ
フ
が

送
れ
ま
す
よ
う
助
産
師
、
医
師
な
ど
病
院

職
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
病
院
産
婦
人
科　

�　

－

０
０
５
０

６２

2F（１２８.４８㎡）

1F（４３４.５３㎡）

　

来
年
３
月
の
開
院
を
目
指
し
て
―
―

診察室②診察室②
診察室①診察室①

新生児室新生児室
分娩室分娩室

和 室和　室和 室和　室洋 室洋　室洋 室洋　室
特別室特別室

多目的室多目的室

相談室相談室



4（２００９年８月）

　

6
月
は
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

月
間
で
し
た
。
市
内
を
流
れ
る
河

川
や
、
区
内
の
道
路
な
ど
を
大
勢

の
方
に
よ
っ
て
清
掃
し
て
い
た
だ

き
、
2
t
ダ
ン
プ
８
台
分
の
ご
み

が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
り
市
内　

河
川
の
見
回
り
を
実

１６

施
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
を
大
別

す
る
と
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

・
千
曲
川
と
の
合
流
部
に
ゴ
ミ
が

溜
ま
っ
て
い
る
。

・
日
常
生
活
で
出
さ
れ
た
ご
み

の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ
る
。

・
草
刈
り
を
し
た
草
が
河
川
内

に
あ
り
、
流
れ
を
妨
げ
て
い

る
。

　

日
頃
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
良
好
な
河
川
環
境
が
保

た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
部
に
は
本
来
河
川
に
流
れ
こ

ま
な
い
ご
み
等
が
あ
り
、
千
曲

川
と
の
合
流
部
に
溜
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

梅
雨
を
終
え
本
格
的
な
夏
、

そ
し
て
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
向
か
い

ま
す
が
、
昨
年
も
集
中
豪
雨
に
よ

り
本
海
野
地
区
で
西
川
が
氾
濫
し

ま
し
た
。
氾
濫
の
原
因
が
先
に
挙

げ
た
報
告
内
容
と
関
係
が
あ
る
と

は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

を
起
因
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

6
月
の
月
間
以
外
で
も
県
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
い
る
河
川
モ
ニ
タ
ー

の
方
に
、
担
当
区
域
を
巡
視
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
心
が
け
な
し
で

は
河
川
は
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

建
設
課
管
理
係

　
　

�　

－

５
８
８
２

６４

  
私
た
ち
の
河
川
を
き
れ
い
に

　
　
　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
月
間
を
終
え
て

▲笠石川の清掃活動

 
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
め
ざ
し
て

　

京
都
議
定
書
に
基
づ
く
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
６
％
削
減
を
達
成

す
る
た
め
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
め
る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

た
め
の
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
」
で
は
提
案
し
て

い
ま
す
。
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た

気
遣
い
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
確

実
な
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

と
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

レ
ジ
袋
の
削
減
を
事
業
者
・
市
民

・
行
政
が
と
も
に
協
働
し
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
、
千
曲
川
流
域
の
市
町

村
と
消
費
者
団
体
等
で
打
合
せ
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
身
近
な
と
こ
ろ
で
積
み
重

ね
！
」
買
い
物
と
ご
み
で
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を
す
る
た
め
に
、
買
物
の

時
に
は
〝
マ
イ
バ
ッ
グ
〞
な
ど
を

持
ち
、〝
レ
ジ
袋
〞
は
辞
退
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　 『
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
％
』

  
C
O
2
削
減
の
た
め
の

　
　
　

6
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

①
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う

②
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

③
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

④
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

⑤
買
い
物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う

⑥
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

市
内
で
、
自
転
車
が
盗
ま
れ

る
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
盗

ま
れ
た
先
で
、
ま
た
盗
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
の
盗
難
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し

ょ
う
。
で
き
れ
ば
、
2
重
に
鍵

を
か
け
て
、
犯
罪
被
害
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

●
東
御
市
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

●
市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

  
防
犯
一
口
メ
モ

原
交
番
所
長
よ
り
耳
学
問

自
転
車
の

盗
難
に
遭
わ
な
い

た
め
に
！

　

7
月　

日
に
開
か
れ
た
第
2
回

１３

臨
時
会
に
お
い
て
、
国
の
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
や
補
助
金
に

よ
る
市
道
・
用
水
路
整
備
事
業
、

市
内
小
中
学
校
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
整
備
事
業
な
ど
一
般
会
計
6

0
5
、
3
9
5
千
円
、
市
民
病
院

院
内
助
産
所
建
設
費
な
ど
病
院
会

計
2
3
8
、
1
0
0
千
円
の
補
正

予
算
案
を
提
出
、
審
議
の
結
果
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
８
月
発
行
市
議
会

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会 
第
2
回
臨
時
会

 
補
正
予
算 

  
一
般
会
計
・

　
 
病
院
会
計
可
決
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日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

　
　
　
  
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　

6
月　

日
、
第
6
回
東
御
市
消

２１

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、
同
消
防
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
ポ
ン
プ
操

法
は
プ
ー
ル
南
側
駐
車
場
、
ラ
ッ

パ
吹
奏
は
第
二
体
育
館
に
会
場
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
、
降
り

続
く
雨
、
足
元
が
滑
り
や
す
い
舗

装
さ
れ
た
駐
車
場
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
朝
夕

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
雨
の

影
響
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
機
敏

で
規
律
正
し
い
操
法
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は　
２４

チ
ー
ム
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部

に
は
7
チ
ー
ム
、
個
人
の
部
に　
２１

名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月　

日
に
は
、
長
和

１２

町
で
上
小
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、

上
小
地
区
市
町
村
の
代
表
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
各
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
東
御
市
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

優　

勝　

金
井
部

　

準
優
勝　

田
沢
部

　

３　

位　

常
田
部

　

４　

位　

島
川
原
部

　

５　

位　

大
石
部

　

６　

位　

東
上
田
部

ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部

　

優　

勝　

第
１
分
団

　

準
優
勝　

第
６
分
団
Ａ

　

３　

位　

第
４
分
団

ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部

　

優　

勝　

坂
口　

吉
正
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
海
野
部
）

　

準
優
勝　

土
屋　
　

忍
さ
ん

 

（
北
部
部
）

　

３　

位　

山
浦　

光
喜
さ
ん

 

（
赤
岩
部
）

　

４　

位　

柄
沢　

隆
行
さ
ん

 

（
城
二
部
）

　

５　

位　

恩
田　

諭
さ
ん

 

（
栗
林
部
）

　

６　

位　

楢
原　

利
通
さ
ん

 

（
新
張
部
）

 
第　

回
県
消
防
操
法
大
会

５１

 
上
小
地
区
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
　
　
　
　

（　

チ
ー
ム
出
場
）

16

　

６　

位　

金
井
部

　

９　

位　

常
田
部

　
　
　

位　

島
川
原
部

１０

　
　
　

位　

田
沢
部

１３

 
第　

回
上
小
消
防

３２

 
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

団
体
の
部
（
8
チ
ー
ム
出
場
）

　

７　

位　

東
御
市
消
防
団

個
人
の
部
（　

名
出
場
）

１８

　

４　

位　

山
浦　

光
喜
さ
ん

　
　
　

位　

坂
口　

吉
正
さ
ん

１１

　
　
　

位　

土
屋　
　

忍
さ
ん

１７

　
　
　

位　

柄
沢　

隆
行
さ
ん

１８

上
田
広
域
連
合
消
防
本
部
よ
り

　
　
　

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

１
、
採
用
予
定
日

　

平
成　

年
４
月
１
日

２２

２
、
募
集
人
員
・
受
験
資
格
等

３
、
受
験
申
し
込
み
方
法

　

受
付
期
間

　

８
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　

８
月　

日 （
金
）

１４

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

受
付
場
所

　

消
防
本
部

　

（
上
田
市
大
手
2－

7－

　
１６

　
　
　

上
田
市
消
防
会
館
２
階
）

　

受
付
方
法

　

受
験
者
本
人
が
必
要
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不

可
、
土
・
日
曜
受
付
可
）

４
、
必
要
書
類　

　

・
受
験
申
込
書

　
　

（
消
防
本
部
及
び
管
内
消
防

署
に
あ
り
ま
す
）

　

・
履
歴
書

　
　

（
高
等
学
校
在
学
者
は
全
国

高
等
学
校
統
一
用
紙
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の

方
は
消
防
本
部
・
管
内
消
防

署
で
配
布
す
る
も
の
を
使

用
）

　

・　

円
切
手
貼
付
の
定
型
封
筒

８０（
規
格
／
長
形
３
号
、
受
験

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
）

５
、
第
一
次
試
験

　

日
時　

９
月　

日 （
日
）

２０

　

午
前
８
時
受
付
開
始
、
８
時　
３０

分
試
験
開
始

　

場
所　

消
防
本
部

　
　
　
　

（
上
田
市
消
防
会
館
）

※
受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書
は
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

　

h
ttp
://w

w
w
.a
re
a
.u
e
d
a
.n

a
g
a
n
o
.jp
/sh
o
u
b
o
u
/in
d
e
x
.

h
tm
l

　
　●

問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　

総
務
課　

�　

－

０
１
１
９

２６

▲雨の中真剣な操法が続く

▲ラッパ吹奏団体　東御市チーム

募
集

人
員

受
験

資
格

試
験

種
類

試
験

区
分

若　

干　

名

昭
和　

年
４
月
２
日

５９

以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
継
続
し
て
上
小

地
区
の
市
町
村
内
に

居
住
が
可
能
な
人　

高

等

学

校

卒

業

程

度

消　

防　

職
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誕生日おめでとう！（ 8 月生まれ）

 黒  澤 　 舞 陽   ちゃん （伊勢原）
くろ さわ ま ひろ

（１歳、H２０．８．１２生）

　まーたん�お誕生日おめでとう�何で

もよくたべてえらいね♪かわいいまーた

んにパパちゃんはメロメロなの��親バ

カでゴメンネ。By パパちゃんでした★

 青  木 　 菜  々  美   ちゃん（畔田）
あお き な な み

（１歳、H２０．８．２２生）

　１歳のお誕生日おめでとう。笑顔がス

テキ�な、ななみちゃん。いつまでも、

その笑顔でみんなを楽しませて元気に

育ってね。

 金  井 　 梨 聖   ちゃん （常田）
かな い り せ

（１歳、H２０．８．１２生）

　梨聖ちゃん、１歳のお誕生日おめでと

う！どこでも誰にでもニコニコ笑顔を振

りまく梨聖ちゃん。これからも、ずーっ

とニコニコで元気一杯大きくなってね�

�

 森  山 　 智 陽   くん （常田）
もり やま ち あき

（１歳、H２０．８．１４生）

　智陽、１歳のお誕生日おめでとう�パ

パとママは、ちーちゃんの笑顔に胸が

キュンキュン��優しい男の子になって

ね。

 原  田 　 麻 鈴   ちゃん （加沢）
はら だ ま りん

（１歳、H２０．８．６生）

　麻鈴１歳のお誕生日おめでとう��パ

パもママも麻鈴のことが大好きだよ�こ

れからもいっぱい遊んで、いっぱい食べ

て大きくなってネ���

 橋  本 　 夏 心   くん（常田）
はし もと か しん

 （１歳、H２０．８．３０生）

　１歳おめでとう�イル兄ちゃんが大ス

キ�わんぱくなカシンくん！もっとご飯

を食べて、元気いっぱい大きくな～れ�

 北  澤 　武
きた ざわ

   くん（本海野）
たける

 （２歳、H１９．８．２０生）
　あっという間の２年間。毎日、泣いた

り笑ったりと忙しいけど、毎日いろんな

武を発見できる（＾v＾）お兄ちゃんと

のミニカー遊びが大好きな武！これから

も仲良く元気に遊んでね。�お誕生日お

めでとう�

 山  田 　 真 央   ちゃん（県）
やま だ ま お

 （２歳、H１９．８．３１生）

　真央ちゃん２歳おめでとう！お姉ちゃ

んの保育園に一緒に行くのを楽しみにし

ている真央ちゃん�姉妹仲良く元気に

育ってね★

 大  崎 　 和 哉   くん（大石）
おお さき かず や

 （１歳、H２０．８．３０生）

　�１歳のお誕生日おめでとう�和哉の

笑顔、一つ一つの仕草に癒されています。

みんなに愛される優しい男の子になって

ね�

 酒  井 　 優 空   くん（城ノ前）
さか い そ ら

 （２歳、H１９．８．５生）

　優空くん、お誕生日おめでとう！いつ

も、おもしろいことをやって、まわりを

楽しませてくれてありがとう。これから

も、その笑顔でみんなをHAPPYにして

ね！

 矢  島 　　旬
や じま

   くん（田中）
しゅん

 （２歳、H１９．８．３０生）

　２歳のお誕生日おめでとう�上手にお

はなしが出来るようになったね。いつも

元気な旬の笑顔に家族全員が癒されてい

るよ。これからも優しくて、たくましい

子に育ってね�

 甲  斐 　 凛 音   ちゃん（田中）
か い りん ね

 （１歳、H２０．８．２３生）

　凛ちゃん、お誕生日おめでとう★凛

ちゃんの笑顔はみんなを幸せにしてくれ

るね�いつまでも笑顔いっぱい　かわい

い凛ちゃんでいてね�
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とうみ

☆募集します!!☆
（対象者９月生まれの３歳まで）

　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふ
りがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて

企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは

掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたします

のでご了承ください。　締め切りは、８月１３日 （木） 必着。

水気を切る。
④めんを�のたれにつけて食す。

伝承の味、暑い夏にサッパリと

冷めんの『くるみだれ』
�材料（４人分）
めん（そうめん、そば、
うどん　など好みで） …………… 400g
くるみ ……………………………… 70g
味噌 ………………………………… 70g

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

さとう ………………………… 大さじ２
白すりごま …………………… 大さじ２
薬味（青しそ） …………………… 適量
水 ………………………… 200～300cc
※くるみのしぶ皮のとり方
　フライパンで弱火で炒る。または、
　500℃の電子レンジで約3分炒る。

�作り方
①くるみをすり鉢で細かく擦る。（ミ
キサーで砕いても良い。

②�に味噌・砂糖・すりごまを入れ、
好みの濃さに水で薄める。

③めんをゆで、ざるにとり水で冷やし

 小 
こ

 林 
ばやし

　 愛 菜   ちゃん（常田）
あい な

 （３歳、H１８．８．１４生）

　Happy Birthday あいな�うたや踊り

がとても上手な我が家のアイドル�いつ

もみんなを癒してくれて、ありがとう。

パパもママもあいながいるだけで幸せよ

�

▲元気な歌声を聞いてもらいました

 � 
やなぎ

 沢 　 陽  太 朗   くん（大石）
さわ よう た ろう

 （３歳、H１８．８．１０生）

　ようたろう　３歳のお誕生日おめでと

う。体は大きいけれど甘えんぼうのよう

たろう。みんなに愛されて、ますます大

きくなーれ！

 松  本 　 夏 葵   ちゃん（加沢）
まつ もと なつ き

 （３歳、H１８．８．１８生）

　３歳のお誕生日おめでとう！妹に優し

い夏葵、２人でいろんな遊びができる日

が楽しみだね。これからも元気で優しい

子に育ってね。

　

保
育
園
で
七
夕
ま
つ
り

見
え
ま
し
た
。

　

遊
戯
室
で
は
、
他
の
園
児
た
ち
と

一
緒
に
七
夕
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

先
生
た
ち
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
に
あ
わ
せ

て
歌
を
歌
い
、
部
屋
を
暗
く
し
て
楽

し
む
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
で

は
、
織
り
姫
と
彦
星
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
年
に
一
度
七
夕
の
夜
に
、

二
人
が
会
う
こ
と
が
で
き
る
話
を
聞

き
、
先
生
の
「
二
人
が
会
え
る
よ
う

お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
」
の
掛
け
声
で
、

手
を
合
わ
せ
て
真
剣
に
お
祈
り
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
雲
の
合
間
か
ら
日
が

差
し
込
み
、
夜
に
は
天
の
川
が
見
え

る
と
い
い
な
、
と
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、
市
内
の
保
育
園
で
は

七
夕
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

和
保
育
園
で
は
、
年
中
児
の
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
保
育
園
に

招
待
さ
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
廊
下
に
は
き
れ
い
な
七

夕
飾
り
に
園
児
た
ち
の
願
い
が
書
か

れ
た
短
冊
が
下
が
っ
て
い
て
、
自
分

の
お
願
い
を
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
教
室

で
は
、
七
夕
の
歌
な
ど
を
披
露
し
た

り
、
向
か
い
合
っ
て
手
遊
び
や
に
ら

め
っ
こ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
を
し

て
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
の
お

話
を
聞
く
と
き
は
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
の
膝
の
上
に
座
ら
せ
て

も
ら
い
、
普
段
よ
り
甘
え
た
様
子
が

▲給食も一緒に食べました
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第
６
回
全
国
小
学
生

　
  
学
年
別
柔
道
大
会

　
　
　
  
長
野
県
予
選
会

　
　

（
６
月　

日　

上
田
市
自
然

２１
運
動
公
園
体
育
館
）

小
学
６
年
男
子　

㎏ 
以
下
級

５０

優
勝　

小
林　

耀
平
さ
ん

（
祢
津
小
・
写
真
左
）

2
位　

羽
柴　

敦
樹
さ
ん

（
滋
野
小
・
同
中
）

小
学
６
年
女
子　

㎏ 
以
下
級

４５

優
勝　

上
原
万
智
子
さ
ん

（
田
中
小
・
同
右
）

3
位　

田
中　
　

愛
さ
ん（
和
小
）

小
学
５
年
男
子　

㎏ 
以
下
級

４５

3
位　

林　
　

大
介
さ
ん（
和
小
）

小
学
５
年
女
子　

㎏ 
以
下
級

４０

3
位　

友
野　
　

葵
さ
ん（

祢
津
小
）

　

小
林
さ
ん
は
、
2
年
連
続
の
優

勝
。
優
勝
し
た
小
林
さ
ん
、
上
原

さ
ん
、
２
位
の
羽
柴
さ
ん
の
3
名

は
、
8
月　

日
に
松
本
市
総
合
体

２３

育
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
地
元
開
催
と
な
る
今

大
会
で
の
好
成
績
を
狙
っ
て
い
ま

す
。

 
第　

回
長
野
県

１４

   
少
年
少
女 
柔
道

 　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　
　

（
６
月　

日　

上
田
市
自
然

２１
運
動
公
園
体
育
館
）

小
学
4
年
男
子
の
部

2
位　

渋
谷　

周
平
さ
ん（

田
中
小
）

小
学
4
年
女
子
の
部

優
勝　

荻
原　

杏
慈
さ
ん（

滋
野
小
）

3
位　

友
野　
　

桜
さ
ん（

祢
津
小
）

小
学
3
年
女
子
の
部

3
位　

斉
藤　

瑞
希
さ
ん（祢

津
小
）

小
学
2
年
女
子
の
部

2
位　

荻
原　

杏
菜
さ
ん（滋

野
小
）

 
第　

回
長
野
県

１７

    
柔
道
整
復
師
会
杯

 　
　
　

少
年
柔
道
大
会

　
　

（
7
月
5
日　

安
曇
野
市

豊
科
武
道
館
）

出
場
選
手
（
写
真
左
か
ら
）

先
鋒　

荻
原　

杏
慈
さ
ん

（
滋
野
小
4
年
）

次
鋒　

林　
　

大
介
さ
ん

（
和
小
5
年
）

中
堅　

友
野　
　

葵
さ
ん

（
祢
津
小
5
年
）

副
将　

上
原
万
智
子
さ
ん

（
田
中
小
6
年
）

大
将　

小
林　

耀
平
さ
ん

（
祢
津
小
6
年
）

　

こ
の
大
会
は
、
過
去
4
年
間
準

優
勝
が
続
き
、
今
年
は
悲
願
の
優

勝
。
大
き
な
優
勝
カ
ッ
プ
を
持
ち

帰
り
、
益
々
練
習
に
気
合
い
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。　

月　

日
に
東

１０

１２

京
都
講
道
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
へ
出
場
し
ま
す
。

  
東
部
柔
道
教
室

　
  
立
て
続
け
に
全
国
の
舞
台
へ

 
第
6
回 
東
御
市
陸
上
競
技
大
会
結
果

　
　
　
　
　
 
7
月　

日 （
日
）　

東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

１９

優
勝
者
の
み
掲
載
・
敬
称
略　

１
０
０
ｍ

小
学
生
4
年
女
子　

田
貝
明
日
香　

田
中
小　
　
　

秒
7

１６

　
　
　
　
　

男
子　

山
口　

諒
偲　

和
小　
　
　
　

秒
8 

１５

小
学
生
5
年
女
子　

後
藤　

結
花　

祢
津
小　
　
　

秒
3

１６

　
　
　
　
　

男
子　

柳
沢　

拓
実　

祢
津
小　
　
　

秒
3

１５

小
学
生
6
年
女
子　

細
田　

真
央　

田
中
小　
　
　

秒
9
大
会
タ
イ

１４

　
　
　
　
　

男
子　

尾
形　

峻
志　

祢
津
小　
　
　

秒
9
大
会
新

１３

中
学
生　
　

女
子　

手
塚
あ
い
り　

東
部
中　
　
　

秒
0
大
会
新

１４

　
　
　
　
　

男
子　

加
藤　

陶
騎　

東
部
中　
　
　

秒
4

１４

１
０
０
０
ｍ

小
学
生
4
年
男
子　

後
藤　

友
帆　

和
小　
　
　

4
分　

秒
1

１５

小
学
生
5
年
男
子　

山
田　

耕
佑　

田
中
小　
　

3
分　

秒
7

４６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
新

小
学
生
6
年
女
子　

飯
嶋　

千
遥　

滋
野
小　
　

4
分　

秒
1

１０

　
　
　
　
　

男
子　

赤
澤　

知
幸　

滋
野
小　
　

3
分　

秒
0

５４

１
５
０
０
ｍ

中
学
生　
　

女
子　

出
口　

栞
里　

東
部
中　
　

5
分　

秒
7

３６

　
　
　
　
　

男
子　

佐
藤　
　

匠　

東
部
中　
　

5
分　

秒
3

１１

走
り
幅
跳
び

小
学
生
4
年
女
子　

小
林　

永
実　

祢
津
小　
　

3
m　
２７

　
　
　
　
　

男
子　

小
林　

直
哉　

祢
津
小　
　

3
m　

大
会
新

５４

小
学
生
5
年
女
子　

後
藤　

結
花　

祢
津
小　
　

3
m　
１２

　
　
　
　
　

男
子　

花
岡　

遼
太　

田
中
小　
　

3
m　
 ７３

小
学
生
6
年
女
子　

細
田　

真
央　

田
中
小　
　

3
m　

大
会
新

８０

　
　
　
　
　

男
子　

中
沢　
　

悟　

北
御
牧
小　

3
m　
８３

中
学
生　
　

女
子　

花
岡　

美
憂　

東
部
中　
　

4
m　

大
会
新

０５

　
　
　
　
　

男
子　

柳
澤　

数
馬　

東
部
中　
　

3
m　
８４

 

 

小
学
生
女
子

1
0
0
0
m　

1
位　

甘
利　

祐
子　

北
御
牧
小　

3
分　

秒　
１６

６９

1
0
0
m　
　

5
位　

細
田　

真
央　

田
中
小　
　
　

秒　
１４

５７

 
第　

回
長
野
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

２６

入
賞
者
の
み
・
敬
称
略　
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7
月
7
日
、
市
と
市
内
学
校
職

員
会
は
、
小
学
校
に
お
け
る
外
国

語
活
動
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
や
市
内

に
勤
務
す
る
A
L
T
（
外
国
語
指

導
助
手
）
約
1
0
0
名
が
参
加
し
、

講
師
に
市
と
A
L
T
の
業
務
委
託

契
約
を
し
て
い
る
㈱
エ
ー
・
ト
ゥ

ー
・
ゼ
ッ
ト
を
迎
え
、
講
演
や
模

擬
授
業
な
ど
で
英
語
授
業
を
学
び
、

認
識
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

外
国
語
活
動
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
市
報
と
う
み
7
月
号

9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
り
、
毎
年
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
長
室
を
訪
れ
た
佐
野
隆
観
光
局

長
は
、「
家
族

で
遊
び
に
来
て

ほ
し
い
」「
夏
の

思
い
出
づ
く
り

に
役
立
て
ば
う

れ
し
い
」
と
話

し
花
岡
市
長
に

招
待
券
を
手
渡

し
ま
し
た
。
招

待
券
は
、
市
立

水
族
博
物
館
や

う
み
て
ら
す
名

立
な
ど
で
利
用

が
で
き
、
利
用

期
間
は
8
月　
３１

日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
上
越
市
内
で

行
わ
れ
て
い
る
「
越
後
上
越
天
地

人
博
」
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
謙
信
く
ん
」
と
「
け
ん
け
ん
」

も
同
行
し
、
8
月　

日
ま
で
の
期

３１

間
は
小
中
学
生
の
入
館
料
が
無
料

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
海
と
一
緒

に
市
の
歴
史
に
も
触
れ
て
帰
っ
て

ほ
し
い
と
佐
野
局
長
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
が
発
表
さ
れ
た
7
月

　

日
、
上
越
市
か
ら
市
内
の
保
育

１４園
・
幼
稚
園

児
及
び
小
中

学
生
約
3
、

０
0
0
人
分

の
上
越
市
内

5
施
設
の
無

料
招
待
券
が

夏
休
み
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ

れ
は
、
北
御

牧
地
区
と
上

越
市
名
立
区

が
地
域
間
交

流
を
行
っ
て

 
外
国
語
活
動

　
　

研
修
会
開
催

とうみ

（２００９年８月）

障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者
支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援
施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
のののののののののの

  
障
害
者
支
援
施
設
の

指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定
管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理
者者者者者者者者者者
がががががががががが
決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

   
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

障
が
い
者
の
福
祉
向
上
を
図
り
、

障
が
い
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
支
援
を
実
現
（
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
給

付
事
業
形
態
に
移
行
）
す
る
た
め
、

障
害
者
支
援
施
設
（
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
）
の
運
営
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、

指
定
管
理
が
次
の
と
お
り
開
始
さ

れ
ま
す
。
尚
、
各
施
設
の
指
定
期

間
は
い
ず
れ
も
、
平
成　

年　

月

２１

１０

1
日
か
ら
平
成　

年
3
月　

日
ま

２６

３１

で
で
す
。

　

市
と
指
定
管
理
者
が
連
携
し
、

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
援
護
係

　
　
　

�　

－

８
８
８
８

６４

指定管理者場　　　所指定施設名称

社会福祉法人
　ちいさがた
　　　  福祉会

祢津917番地4障害者支援施設祢津　

島川原290番地1障害者支援施設島川原

布下35番地4障害者支援施設布下　
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
就

園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

が
自
由
に
来
館
し
、
楽
し
く
過
ご

す
場
所
で
、
東
部
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
）
と

北
御
牧
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
み
ま
き
未
来
館
）
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
親
子
の
安
全
な
交
流
の
場

を
目
指
し
、
気
軽
な
子
育
て
相
談

・
地
域
の
育
児
情
報
の
提
供
を
は

じ
め
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
や
リ
ズ
ム

遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
親
子
で
楽
し
め
る
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
マ
達
の

自
主
サ
ー
ク
ル
の
お
手
伝
い
な
ど

も
し
て
い
て
、
毎
日
大
勢
の

皆
さ
ん
が
来
館
し
、
最
近
で

は
外
国
籍
の
マ
マ
、
パ
パ
た

ち
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

楽
し
い
け
れ
ど
不
安
や
戸

惑
い
も
大
き
い
こ
の
時
期
を
、

家
族
の
支
え
や
地
域
の
連
帯

感
で
乗
り
越
え
て
、
子
育
て

の
喜
び
に
発
展
さ
せ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
、
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
達
職
員
は
生
き
生

き
と
輝
い
て
い
る
お
と
も
だ

ち
や
マ
マ
達
と
の
ふ
れ
あ
い

か
ら
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
よ
り
自
然
に
ふ
れ

あ
う
各
地
区
の
「
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ

ば
」
で
作
っ
た
り
食
べ
た
り
す
る

楽
し
さ
や
食
育
の
大
切
さ
に
気
付

い
て
ほ
し
い
と
、
親
子
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。　

　

子
育
て
家
庭
と
接
点
の
あ
る
い

ろ
い
ろ
な
機
関
と
繋
が
り
な
が
ら
、

誰
で
も
が
気
軽
に
集
え
る
地
域
の

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
来
館

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　 
部
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

東
部
中
学
校
学
校
３
年

野
球
部
部
長　
 
掛  
川 　
 
知 
也
   
　

か
け 
が
わ 

と
も 

や

　

野
球
部
上
小
大
会
１
回
戦
敗
退
。

こ
の
現
実
を
受
け
入
れ
る
の
に
、

長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
の
延
長
８
回
、
１
点
を

リ
ー
ド
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
死
１
、

３
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
の
１
球
、
ゴ
ロ
が

３
遊
間
を
転
が
り
、
１
塁
も
き
わ

ど
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
結
果

は
ア
ウ
ト
。
そ
の
瞬
間
、
身
体
全

体
の
力
が
抜
け
、
膝
か
ら
地
面
に

崩
れ
落
ち
ま
し
た
。

　

「
も
う
、
中
学
で
野
球
が
で
き

な
い
」「
こ
の
仲
間
と
は
も
う
一
緒

に
野
球
が
で
き
な
い
ん
だ
」
そ
ん

な
思
い
が
涙
と
な
っ
て
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
防
具
に
こ
ぼ
れ
落

ち
ま
し
た
。
こ
の
思
い
は
言
葉
に

は
で
き
な
い
く
ら
い
の
大
き
な
も

　 
田
中
小
の
紹
介

　
　
　
　

田
中
小
学
校
６
年

　
　
 
� 

や
な
ぎ 

澤 　
 
若 
菜
   
　

さ
わ 

わ
か 

な

　

私
達
、
田
中
小
学
校
の
校
庭
に

は
、
毎
朝
早
く
か
ら
明
る
い
声
が

聞
こ
え
、
音
楽
室
に
は
吹
奏
楽
部

が
奏
で
る
音
が
響
き
、
い
つ
も
に

ぎ
や
か
で
す
。

　

全
校
生
徒
5
7
2
人
。
皆
、
元

気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

六
月
に
は
音
楽
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
年
生
は
初
め
て
の
行
事

で
し
た
が
、
し
っ
か
り
発
表
で
き

ま
し
た
。
各
学
年
、
短
い
練
習
時

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
素
敵
な
演
奏

で
し
た
。
六
年
生
に
と
っ
て
は
最

後
の
音
楽
会
。
と
て
も
キ
レ
イ
な

三
部
合
唱
と
な
り
感
動
的
で
し
た
。

今
年
、
六
年
生
は
N
H
K
・
S
B

C
と
二
つ
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に

挑
戦
し
ま
す
。
自
分
達
の

合
唱
が
よ
り
感
動
的
に
な

る
よ
う
皆
で
創
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

児
童
会
で
は
、
高
学
年

が
中
心
に
全
校
を
引
っ

張
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
、

生
活
を
見
直
す
目
標
の
す

ご
ろ
く
を
作
り
、
楽
し
み

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

六
年
生
は
一
年
生
と
交

流
し
、
七
夕
を
飾
っ
た
り

一
緒
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
育

て
た
り
し
ま
し
た
。
つ
い

最
近
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘

の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一

生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
強
い
自

分
を
作
る
た
め
の
第
一
歩
に
な
っ

た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

東
信
大
会
に
出
場
す
る
各
選
手

の
み
な
さ
ん
、
中
学
校
の
部
活
は

ど
う
い
う
結
果
で
あ
れ
、「
仲
間

と
楽
し
む
」
こ
の
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と

は
、
自
分
の
中
で
大
き
な
自
信
に

な
り
ま
す
。
最
後
の
一
瞬
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
県
大
会
へ
の
切
符
を

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

り
ま
し
た
。
掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
学
校
の
給
食
に
出
る
の
で
楽
し

み
で
す
。

▲絵本の読み聞かせ

▲かわいらしい１年生の演奏
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
六
月
の
夜
と
昼
の
あ
わ
い
に

…
…
恩
田　
　

陸
・
著

�
家
族
…
…
…
…
小
杉　

健
治
・
著

�
ラ
ブ
リ
ー
・
ボ
ー
ン

…
ア
リ
ス
・
シ
ー
ボ
ル
ト
・
著

�
く
す
り
の
作
用
と

　
　
　

効
く
し
く
み
事
典

…
…
鈴
木　

順
子
・
監

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
に
よ
る

８
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

８
月　

日 （
土
）

２２

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

大
型
絵
本　

「
つ
き
よ
の
く
じ
ら
」

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト「
い
ろ
い
ろ
ご
は
ん
」

　

絵
本　

「
ね
、
す
て
き
で
し
ょ
」

　
　
　
　

「
は
ん
ぶ
ん
ち
ょ
う
だ
い
」他

　

そ
の
他
、
紙
芝
居
・
手
遊
び

８
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ

１４

り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

８
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
夏
休
み
自
由
研
究
・

　
　
　

自
由
工
作
の
本
】

　

今
月
は
、
自
由
研
究
や
自
由
工

作
の
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
夏

休
み
の
自
由
研
究
の
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

�
楽
し
く
実
験
・
工
作

　

小
学
生
の
自
由
研
究
高
学
年
編

　
　

成
美
堂
出
版

�
中
学
生
の
理
科　

自
由
研
究

　

地
球
環
境
編

学　

研

�
夏
休
み　

か
ら
く
り
自
由
工
作

大
和
書
房

8月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

1

87654�2

1514131211�9

2221201918�16

29�272625�23

�30

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

小
学
校
中
学
年
の
部
（
3
・
4
年
生
）

�
あ
っ
ち
ゃ
ん
と
ブ
ッ
ち
ゃ
ん

　
　

井
上
こ
み
ち：

文

　

狩
野
ふ
き
こ：

絵

　

文
渓
堂

�
ジ
ュ
ン
先
生
が
や
っ
て
き
た
！

後
藤
竜
二：
作

　

福
田
岩
緒：

絵

　

新
日
本
出
版
社

�
犬
ロ
ボ
、
売
り
ま
す

　
　

レ
ベ
ッ
カ
・
ラ
イ
ル：

作

　

小
栗
麗
加：

絵

徳
間
書
店

�
て
ん
ぐ
の
く
れ
た
め
ん
こ

　
　

安
房
直
子：

作

早
川
純
子：

絵

　

偕
成
社

小
学
校
低
学
年
の
部
（
1
・
2
年
生
）

�
ゆ
う
え
ん
ち
は
お
や
す
み

　
　

戸
田
和
代：

作

　

た
か
す
か
ず
み：

絵

　

岩
崎
書
店

�
ど
ん
ぐ
り
の
き

　
　

亀
岡
亜
希
子：

作
・
絵

　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

�
ペ
ン
ギ
ン
の
ヒ
ナ

　

ベ
テ
ィ
・
テ
イ
サ
ム：

作

　

ヘ
レ
ン
Ｋ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー：

絵

　

福
音
館

�
の
ね
ず
み
チ
ッ
チ

　
　

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ：

作

　

の
ら
書
房

 
長
野
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
月
は
、「
第　

回
長
野
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
お

32

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童
生
徒
に
読
書
の
楽
し
さ

や
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
さ
せ
、
読
書
生
活
の
習
慣
化
を
図
り
、
読
書
の

感
想
を
文
章
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
や
考
え
る

力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
の
紹
介
を
し
ま
す
。
課
題
図

書
は
、
市
立
図
書
館
で
貸
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
要
項
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
校
高
学
年
の
部
（
5
・
6
年
生
）

�
夢
を
あ
き
ら
め
な
い

　

全
盲
ラ
ン
ナ
ー
・
高
橋
勇
市
物
語

池
田
ま
き
こ：

作

岩
崎
書
店

�
じ
っ
ち
ゃ
先
生
と
ふ
た
つ
の
花

　
　

本
田
有
明：

作

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

�
ア
マ
モ
の
森
は
な
ぜ
消
え
た
？

山
崎
洋
子：

構
成
・
文

　

海
を
つ
く
る
会：

写
真
・
監
修

　

そ
う
え
ん
社

�
わ
た
し
は
忘
れ
な
い

　
　

ヤ
エ
ル
・
ハ
ッ
サ
ン：

作

ダ
ニ
エ
ル
遠
藤
み
の
り：

訳

金
籐
櫂：

絵

文
研
出
版

中
学
校
全
学
年

�
リ
ボ
ン

草
野
た
き：

作

　

ポ
プ
ラ
社

�
医
学
の
た
ま
ご

海
堂
尊：

作

　

理
論
社

�
英
国
情
報
局
秘
密
組
織　

チ
ェ
ラ

　

ブ
M
ｉ
s
s
i
o
n
３　

脱
獄

ロ
バ
ー
ト
・
マ
カ
モ
ア：

作

　

大
澤
晶：

訳

ほ
る
ぷ
出
版

�
ほ
ん
と
う
に
読
ん
で
ほ
し
い
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
冊

…
…
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
・
編

◆
児
童
書

� 
超
図
解　

工
作
大
図
鑑

　

…
…
か
ざ
ま　

り
ん
ぺ
い
・
作

�
ま
じ
ょ
子
と

　
　
　

キ
ラ
★
キ
ラ
の
お
し
ろ

…
…
藤　

真
知
子
・
作

�
ち
ゃ
あ
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
　

世
界
平
和
記
念
聖
堂

…
…
に
し
も
と　

み
さ
こ
・
作

�
メ
ル
ロ
ー
ズ
と
ク
ロ
ッ
ク　

き
ょ

う
は
さ
い
こ
う
の
た
ん
じ
ょ
う
び

…
…
エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・

ク
ラ
ー
ク
・
絵

�
う
な
ぎ
さ
ん
に
ょ
ろ
り

…
…
な
か
の　

ひ
ろ
か
た
・
絵
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最
近
よ
く
話
題
に
な
る
こ
と
に
幼
児
虐

待
が
あ
り
ま
す
。
何
の
罪
も
な
い
幼
児
の

虐
待
は
非
常
に
痛
ま
し
い
こ
と
で
、
こ
れ

は
大
人
の
責
任
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
問
題
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
親
は
子
ど
も
の
た
め
な
ら
、

ど
ん
な
に
苦
し
い
こ
と
も
我
慢
し
た
り
、

親
は
食
べ
な
く
て
も
子
ど
も
に
は
食
べ
さ

せ
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
で
し
た
。
そ
の

後
、
農
業
中
心
の
社
会
か
ら
、
工
業
化
が

進
み
、
生
活
様
式
も
一
変
し
ま
し
た
。
車

社
会
と
情
報
化
に
よ
り
日
々
の
生
活
は
非

常
に
目
ま
ぐ
る
し
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
人

と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
な
社
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
あ
る
市
の
子
育
て
学
級
で
若

い
お
母
さ
ん
方
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、

今
の
子
育
て
の
実
情
や
悩
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
番
の
問
題
は
若
い
お

母
さ
ん
た
ち
が
、
子
育
て
を
一
人
で
抱
え

込
ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
悩
み

を
気
楽
に
話
せ
る
場
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

近
く
に
親
戚
や
知
人
が
い
て
地
域
と
繋
が

り
の
あ
る
人
は
よ
い
の
で
す
が
、
転
勤
な

ど
で
近
く
に
知
り
あ
い
が
無
い
人
は
本
当

に
大
変
で
す
。
こ
の
経
済
不
況
で
夫
の
勤

務
も
厳
し
く
、
母
親
は
朝
か
ら
晩
ま
で
育

児
に
追
わ
れ
狭
い
空
間
で
ず
っ
と
子
ど
も

と
向
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
思
う
よ
う
に
言
う
こ
と
を
聞
い

て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
泣
い
て
ば
か
り
い

る
と
母
親
の
気
持
ち
に
余
裕
が
無
く
な
り

ま
す
。
時
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
イ
ラ

イ
ラ
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
学
級
へ
の
参
加
は
、
託
児
に
よ

り
２
時
間
ほ
ど
子
ど
も
か
ら
離
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。「
講
義
や
実
習
で
自
分
の

時
間
が
持
て
、
わ
が
子
に
会
っ
た
と
き
は

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
愛
お
し
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。」と
何
人
か
の
親
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
「
子
育
て
学
級
の
よ
い
こ
と

は
問
題
が
解
決
し
な
く
て
も
子
育
て
の
悩

み
を
話
し
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
、

気
持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
こ
と
だ
。」と
い

う
感
想
も
圧
倒
的
で
し
た
。
さ
ら
に
お
母

さ
ん
た
ち
が
痛
感
し
て
い
る
こ
と
は
「
子

育
て
の
専
門
書
を
何
十
冊
読
む
よ
り
、
子

育
て
仲
間
の
話
の
ほ
う
が
役
に
立
つ
。」と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

幼
児
虐
待
に
は
色
々
な
原
因
が
あ
り
そ

れ
を
防
ぐ
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
子
育
て
に
悩
む
親
が
悩
み
を
気
軽
に

語
り
合
え
る
場
に
参
加
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
い
つ
の
時
代
も

変
わ
ら
な
い
子
育
て
の
知
恵
を
伝
承
し
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

『
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う
』

　

皇
室
写
真
額
を
送
り
つ
け
る

「
天
皇
即
位　

年
、
天
皇
皇
后
陛
下
ご
成

２０

婚　

年
に
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

５０
と
電
話
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
切
れ
た
が
、

数
日
後
に
荷
物
が
届
き
開
封
す
る
と
「
皇

室
の
写
真
額
」
と
「
ご
賛
同
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
商
品
確
認
の
う
え
代
金

を
振
り
込
む
よ
う
に
」
と
の
手
紙
と
4
8

0
0
0
円
の
請
求
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

●
過
去
に
叙
勲
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

な
ど
、
高
齢
者
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

皇
室
に
関
す
る
写
真
額
を
送
り
つ
け
、

高
額
な
代
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
ち
ま
す
。

●
事
前
の
電
話
勧
誘
で
は
、
商
品
の
販
売

だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
説
明
し
な

い
ま
ま
、
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け

て
く
る
た
め
、
受
け
取
っ
た
消
費
者
に

混
乱
が
生
じ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
送
り
つ
け
た
業
者
に
対
し
て
「
電
話
で

の
勧
誘
は
あ
っ
た
が
、
購
入
す
る
と
い

う
返
事
は
し
て
い
な
い
し
、
購
入
意
思

も
全
く
な
い
。
貴
社
の
費
用
負
担
で
商

品
は
お
引
き
取
り
下
さ
い
」
と
い
う
内

容
を
は
が
き
に
書
き
、 〝
特
定
記
録
郵

便
〞
で
出
す
こ
と
。

②
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
用
件
（
販

売
目
的
）
を
聞
き
、
あ
い
ま
い
な
返
事

は
し
な
い
で
き
っ
ぱ
り
と
「
お
断
り
し

ま
す
!
」
と
断
る
こ
と
。
ま
た
、
電
話

勧
誘
を
す
る
場
合
は
、
業
者
名
・
氏
名
・

勧
誘
目
的
を
告
げ
る
こ
と
が
義
務
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

③
も
し
、
承
諾
し
て
し
ま
っ
て
も
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

す
。

④
電
話
勧
誘
で
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
、「
契
約

は
し
て
い
な
い
の
で
商
品
は
お
引
き
取

り
下
さ
い
」
と
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

⑤
電
話
勧
誘
で
断
っ
た
場
合
の
再
勧
誘
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
不
審
な
電
話

は
、
日
時
や
担
当
者
名
を
メ
モ
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

⑥
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
は
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
脅
迫
ま
が
い
の
強
引
な
請
求
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

（
県
企
画
部
消
費
生
活
室
よ
り
）

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

お
困
り
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　
 

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

8
5
1
7

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

5
8
9
6

６４
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こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

  　
 
〜
夏
の
冷
え
症
に
注
意
�
〜

 稲  葉  久  美  子  保健師
いな ば く み こ

とうみ

　

次
に
、
適
し
た
飲
み
物
で
す
が
、

激
し
い
運
動
や
労
働
中
は
汗
と
一

緒
に
塩
分
も
失
わ
れ
る
の
で
、
水

分
の
吸
収
を
促
す
た
め
に
も
塩
分

を
含
ん
だ
飲
料
を
と
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
が
適
し

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

同
時
に
糖
分
も
多
く
含
ま
れ
カ
ロ

リ
ー
も
高
い
の
で
、
飲
み
す
ぎ
る

と
体
重
増
加
や
高
血
糖
等
に
つ
な

が
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

運
動
量
が
少
な
い
時
や
日
常
の
水

分
補
給
に
は
、
普
通
の
水
や
ミ
ネ

ラ
ル
が
含
ま
れ
る
麦
茶
な
ど
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
は
利
尿
作
用
が
あ
り
、
あ
ま

り
お
ス
ス
メ
は
し
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
よ
い
飲
み
方
で
す
が
、

一
度
に
大
量
に
飲
む
と
胃
液
を
薄

め
、
消
化
不
良
を
起
こ
す
原
因
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
こ
ま

め
に
口
に
含
む
程
度
少
量
ず
つ
摂

取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

冷
房
の
使
用
や
冷
た
い
物
の
食

べ
過
ぎ
・
飲
み
す
ぎ
、
薄
着
、
入

浴
せ
ず
に
シ
ャ
ワ
ー
の
み
な
ど
、

冬
よ
り
も
夏
の
方
が
体
を
冷
や
し

て
し
ま
う
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。

　

体
が
冷
や
さ
れ
る
と
、
血
液
の

流
れ
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
、
疲

れ
や
す
い
、
肩
こ
り
、
不
眠
、
イ

ラ
イ
ラ
、
生
理
不
順
な
ど
冷
え
に

よ
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
夏
は
冬
に
比
べ
て
手
足
の

冷
え
な
ど
を
感
じ
に
く
い
た
め
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
冷
え
が
進
行

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
点
に
気
を
付
け
て
、
夏
の

冷
え
症
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
冷
房
の
上
手
な
利
用

　

冷
房
の
目
安
は
、
外
気
と
の
差

が
５
度
以
内
、　

度
〜　

度
の
室

２４

２８

温
が
最
適
で
す
。
冷
や
し
す
ぎ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

冷
房
の
利
い
た
場
所
で
は
、
肌

に
直
接
冷
気
が
当
た
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
や
ス
カ
ー
フ
を
常
備
す

る
の
も
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
足

元
は
特
に
冷
え
や
す
い
の
で
、
靴

下
や
つ
ま
先
を
覆
う
こ
と
が
で
き

る
靴
を
履
く
な
ど
、
足
元
が
冷
え

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
み
て
下
さ

い
。

②
軽
い
運
動

　

足
が
だ
る
い
、
足
腰
が
痛
い
、

胃
腸
の
調
子
が
悪
い
な
ど
の
症
状

は
血
行
が
悪
く
て
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
リ
を

ほ
ぐ
し
、
血
行
を
良
く
す
る
た
め

に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
散
歩
、
軽
い
運

動
を
こ
ま
め
に
行
え
る
と
い
い
で

す
ね
。

③
生
活
リ
ズ
ム
を
改
善

　

夏
場
は
夜
更
か
し
や
、
夜
中
に

食
事
を
と
る
な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム

を
崩
し
が
ち
で
す
。
で
き
る
だ
け

規
則
正
し
い
生
活
で
、
翌
日
に
疲

れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

④
食
生
活
に
気
を
つ
け
る

　

暑
さ
で
食
欲
が
な
く
な
る
と
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
清
涼
飲
料
水
、

ス
イ
カ
、
そ
う
め
ん
な
ど
夏
場
に

好
ま
れ
る
食
品
を
取
り
が
ち
で
す

が
、
夏
の
食
べ
物
は
、
暑
い
気
温

か
ら
体
を
冷
や
す
た
め
の
も
の
が

　

い
よ
い
よ
暑
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
多
く
発

生
す
る
の
が
熱
中
症
で
す
。
熱
中

症
と
は
、
体
の
中
と
外
の
〝
あ
つ

さ
〞
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

様
々
な
体
の
不
調
の
総
称
で
、
重

症
度
に
よ
り
①
熱
疲
労
②
熱
痙
攣

③
熱
射
病
の
3
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

国
の
統
計
で
は
8
月
が
最
も
発

生
件
数
が
多
く
、
ま
た
、
午
後
2

時
か
ら
午
後
4
時
台
の
間
に
多
発

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
熱
中
症
予
防
に
は
『
水

分
補
給
』
が
最
も
重
要
で
す
。

　

飲
む
べ
き
量
は
、
体
格
や
体
質
、

性
別
、
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
暑
い
時
に
は
意
識
し
て
水

分
を
補
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特

に
高
齢
者
は
、
ト
イ
レ
に
行
き
た

く
な
い
の
で
、
意
識
的
に
水
を
飲

む
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
人
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
が
、
年
を
と
る
と

喉
が
渇
く
感
覚
も
鈍
る
た
め
、
本

人
が
喉
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
蒸
し
暑
い
時
な
ど
は
水
分

を
取
る
よ
う
に
周
り
が
声
を
か
け

て
あ
げ
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

多
い
の
で
、
食
べ
す
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ゆ
っ
く
り
入
浴

　

シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
は
十
分
に
体

を
温
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
入

り
、
体
の
芯
ま
で
温
め
て
、
そ
の

日
の
冷
え
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
寝
る
と
き
に
体
を
冷
や
さ
な
い

　

寝
る
と
き
に
は
、
扇
風
機
や

ク
ー
ラ
ー
の
風
が
直
接
当
た
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
お

腹
、
足
元
は
で
き
る
だ
け
冷
や
さ

な
い
よ
う
に
、
腹
巻
や
靴
下
な
ど

で
寝
冷
え
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

夏
に
体
を
冷
や
し
す
ぎ
て
し
ま

う
と
、
秋
冬
の
冷
え
性
の
悪
化
や

体
調
不
良
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

上
手
に
夏
を
乗
り
切
る
こ
と
が
、

秋
冬
を
快
適
に
過
ご
す
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
で
、
で
き
そ
う
な
こ
と

か
ら
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　

�　

－

8
8
8
3

６４

 
熱
中
症
と
水
分
補
給

⑰
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〈広告欄〉　

 ８月の納税 （納期限８月31日）

�市県民税（普通徴収）（２期）

�国民健康保険税（普通徴収）（３期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（２期）

�介護保険料（普通徴収）（２期）

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－10（－3８）１0（64）２（３）８（61）件数

－13（－53）16（79）４（５）１２（74）傷者

±０（±０）０（１）０（１）０（０）死者

市内交通事故統計　６月分　　　　　　

６月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の６月の出動件数＝

火災　２件（１３件）　救急75件（479件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成20年６月平成2１年６月

30.9℃（18日） 32.6℃（27日） 最高気温

8.6℃（18日） 7.2℃（２日） 最低気温

19.2℃　　　　20.0℃　　　　平均気温

75.9％　　　　63.3％　　　　平均湿度

122.5㎜　　　　93.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

  督促状が届いたが・・・

　　　税金を払い忘れていたら督促状が郵送されてき

　　ました。督促状には「完納されないときは、財産

の差押を受けなければならない」と書いてありますが、

本当に差押えられてしまうのでしょうか？

　　　地方税法では、督促状を発送した日から起算し

　　て１０日を経過した日までに、その税金が完納され

ない場合は、滞納者の財産を差押えしなければならな

いことになっています。

　納税は、公平に行われる必要があります。市では、

督促状の発送後も納税していただけない方の財産（預

金・給与・保険・不動産等）を差押えし、納税が公平

に行われるよう努めています。

　なお、滞納整理には多くの時間と事務処理を要して

しまいます。市税の期限内納付について、ご理解とご

協力をお願いします。

　　　督促状が送られてきましたが、最近収入が減っ

　　てしまい、納付が滞りそうです。どうしたらよい

でしょうか？

　　　滞納にならないうちに、税務課収税管理係へお

　　越しのうえご相談ください。税務課では納税相談

を随時受け付けています。その際には、納税通知書な

どの税務課からお送りした書類をお持ちください。相

談時間は、平日の午前８時３０分から午後５時３０分まで

の間です。

　また、休日納税相談を行う時もありますので、平日

の相談が無理な方は、相談日の調整を電話で行ってく

ださい。

●問い合わせ先　税務課収税管理係　�６２－１１１１ （内線１１８１）

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

15 （２００９年８月）

とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........55555555559999999999No.59 

クリーンリサイクル係  �63－6814

新
成
人
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得

保
障
だ
け
で
な
く
、
病
院
や
け

が
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り

し
た
時
な
ど
に
も
年
金
が
支
給

さ
れ
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の

「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る

公
的
年
金
制
度
で
す
。

も
し
も
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
ら
…

　
　

歳
に
な
っ
た
A
さ
ん
と
B

２０
さ
ん
。
A
さ
ん
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
、
毎
月
き
ち
ん
と
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
一
方
、
B
さ
ん
は
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ず
、
そ
の
分

の
金
額
を
自
分
で
貯
金
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
人
は
交
通
事
故

に
遭
っ
て
障
が
い
が
残
り
、
働

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

【
A
さ
ん
の
場
合
】

　

障
が
い
の
状
態
に
応
じ
て
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
は
老
後
も
引
き

続
き
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
H　

年
度
障
害
基
礎
年
金
額

２１

 （
年
額
）1
級
9
9
0
1
0
0
円

　
　
　

2
級
7
9
2
1
0
0
円

　

【
B
さ
ん
の
場
合
】

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま

で
の
貯
金
を
取
り
崩
し
て
生
活

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
架
空
の
お
話
で
す
が
、

誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と

で
す
。　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民

２０

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
、

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

お
金
が
な
く
て
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
時
は
…　

　

学
生
や
収
入
が
少
な
く
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
な

い
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
保

険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
さ

せ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除

や
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
の
で
、

万
が
一
の
と
き
に
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
防
げ
ま

す
。
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

方
は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い

で
、
免
除
や
猶
予
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

　

�
０
２
６
７－

　

－

１
０
８
０

２２

　

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係

　

�　

－

１
１
１
１

６２

　
　

（
内
線
１
２
３
１
）

　 
も
う
一
度
確
認

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス

　
　
　

チ
ッ
ク
の
分
別

　

皆
さ
ん
が
出
さ
れ
る
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
「
容

プ
ラ
」）
は
、
収
集
・
中
間
処
理

を
し
た
あ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
に
引
き
渡
し
、
再
び
商
品
化

さ
れ
ま
す
が
、
引
き
渡
す
際
に

は
、
再
商
品
化
の
た
め
の
国
の

基
準
を
満
た
し
た
品
質
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
基
準
に
満
た
な

い
場
合
は
引
き
取
り
を
断
ら
れ

ま
す
。

　

先
日
、
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
検
査
が
あ
り
、

検
査
結
果
は
「
Ｄ
ラ
ン
ク
」
と

い
う
こ
と
で
、
品
質
の
向
上
を

要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
原

因
は
異
物
が
混
じ
っ
て
い
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
異
物
の
主

な
も
の
は
、
汚
れ
の
付
着
し
た

容
プ
ラ
が
重
量
に
し
て　

％
程

１０

度
混
入
し
て
い
た
こ
と
、
容
プ

ラ
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
３

％
ほ
ど
混
入
し
て
い
た
こ
と
や
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
鏡
な
ど
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
も
の
も
混

入
し
て
い
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　

中
間
処
理
の
際
に
手
作
業
で

異
物
を
取
り
除
い
て
い
ま
す
が
、

異
物
が
多
い
と
完
全
に
は
取
り

除
け
な
い
現
状
で
す
。

　

容
プ
ラ
も
大
切
な
資
源
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
再

商
品
化
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
容
プ
ラ
の
日
（
紫
の
指
定
袋

の
日
）
に

は
容
プ
ラ

（
プ
ラ
マ

ー
ク
の
あ

る
も
の
）

だ
け
を
お

出
し
く
だ

さ
い
。
汚
れ
が
付
着
し
て
い
る

容
プ
ラ
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。（
汚
れ
を
除
去
す
れ
ば
容

プ
ラ
の
日
に
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
分
別
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
分

別
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈広告欄〉

プラマーク
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ートピックスー　地域の話題

みんな、夢を持っていますか？
トップアスリート派遣事業

　7月23日、文部科学省のトップアスリート派遣事業で
シドニーオリンピック100m背泳ぎ銀メダリストの中村
真衣さんが祢津小学校を訪れました。中村さんは、全校
児童が集まる体育館でオリンピック当時の映像とともに
全ての力を出し切り自己ベストで銀メダルを獲得したこ
となどを話し、夢を持つことの大切さや目標に向かい努
力することの素晴らしさを児童たちに伝えました。講演
終了後は、プールに移動し水泳教室を開催。児童たちは、
中村さんの泳ぐ早さに驚き、実技指導を楽しんで取り組
んでいました。

平松さん世界の舞台へ
第2回INAS－FIDグローバル競技大会出場
　6月26日、チェコで行われる第2回INAS－FIDグローバ
ル競技大会バスケットボール競技へ日本代表選手として出
場する平松裕さん（大日向）が花岡市長へ出発のあいさつ
に訪れました。グローバル競技大会は、知的障がい者の世
界最高峰の大会で、4年に1度開催されます。平松さんは
「大きな選手ばかりだが、頑張って多くの点を入れたい」
と抱負を話し、同行した日本FIDバスケットボール連盟副
会長の宮下憲一さんは、「若いので世界の舞台で大きな経
験をしてほしい」と平松さんに期待を寄せていました。

（２００９年８月）

新井さんインターハイ出場
陸上大会結果と喜びの報告

　7月21日、第62回全国高等学校対抗選手権大会（インターハ
イ）に出場する新井志保さん（小諸高校３年・和）が市役所を
訪れました。新井さんは、６月16日の北信越大会3000m競歩
において３位入賞し、７月29日から奈良県で開催されるイン
ターハイへの出場を決めました。大会に向け、新井さんは「自
己ベストで好成績をねらいます」と力強く語ってくれました。
また同日、甘利裕子さん（北御牧小６年・布下）が、６月28
日に開催された長野県小学生陸上競技大会１０００ｍにおいて１位
となった喜びの報告を花岡市長にしました。

▼みんなで水泳を楽しみました

▲花岡市長のお祝いと激励のことばを聞く新井さん （中央） 
　と甘利さん （左）

そろばんグランプリ・長野
小林さんが優秀賞受賞

　５月31日、上田市で開催された「2009年そろばんグランプ
リ・長野」に市内の小中学生４名が参加しました。スクール部
門（中学・高校生、48名参加）に参加した山崎剣太さん（東
部中３年）は、高校生との経験差を感じさせず見事に優秀賞を
受賞しました。スクール部門には土屋綾さんと吉村英里子さん
（ともに東部中１年）、ジュニア部門（小学生、106名参加）に
は小林風香さん（滋野小４年）も参加し、健闘しました。

▲活躍を約束し、花岡市長と握手

▲講演する中村さん

▲左から吉村さん、土屋さん、小林さん、山崎さん
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ートピックスー　地域の話題
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交通安全への意識高く
　7月4日、東御中央公園屋外ゲートボール場で第30回交
通安全ゲートボール大会が行われ、19チームが参加しま
した。開会式では、主催者である上田交通安全協会東御部
会長の渡辺重一さんや東御市交番原明徳所長のあいさつで

交通安全への意識を
高め、その後各コー
トに分かれて熱戦を
繰り広げました。
【結果】
優　勝　東上田B
準優勝　新屋B
第３位　片羽

　市では、地域食材や加工品のブランド化、認知度
を上げるため、藤木徳彦さんをアドバイザーに迎え
「地域の食掘り起こしプロジェクト」を開始しまし
た。藤木さんは、農水省が選ぶ「地産地消の仕事
人」全国48人のうちの1人で、茅野市でレストラン
のオーナーをしています。6月29日、芸術むら公園
憩いの家で行われたプロジェクトの発表会では、
「今あるものにプロの目線で改良点を見つけたい。
消えつつある東御市の伝統食材に磨きをかけたい。
この取り組みにより地域がますます元気になるよう
頑張りたい」と抱負を話していました。

味を通じて市を宣伝
地域の食掘り起こしプロジェクト

　７月１８日、東御中央公園グラウンドで第６回東御市長旗
わんぱく少年野球大会が行われました。市内スポーツ少年

団５チームのほか東
信各地区から１１チー
ムが参加し、熱戦を
繰り広げました。残
念ながら市内チーム
は入賞することがで
きませんでしたが、
元気なあいさつや全
力疾走で試合に臨ん
でいました。

わんぱく少年たちがハツラツプレー

地域で頑張る皆さんと ▼

意見交換　

　7月15日、西海野区の千曲川河川敷で、県主催によるア
レチウリ駆除指導者研修会が開催され、約60名の市民が
参加しました。講師から、アレチウリの駆除方法など説明
を聞き、実際に抜き取りや刈り取り作業を行いました。す
でに５～６ｍ程に成長したアレチウリは、堤防の土手一面
に広がり、片付けるのに大変苦労していました。作業を終
えた参加者は「地域を見回り、伸びる前に作業をしていき
たい」と話していました。県では、今回の研修会が本来の
自然環境を守る地域活動のきっかけになればと期待してい
ました。

地域本来の自然環境を守るために
アレチウリ駆除指導者研修会

（２００９年８月）

▼

抱負を語る
　藤木シェフ
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▼
7
月　

日
は
、　

年
ぶ
り
の
皆
既

２２

４６

日
食
に
日
本
中
が
注
目
し
ま
し
た
。

次
に
観
測
で
き
る
の
は
、　

年
後
の

２６

2
0
3
5
年
と
い
う
こ
と
で
、
何
と

か
誌
面
に
写
真
や
記
録
を
残
そ
う
と

カ
メ
ラ
の
準
備
を
し
て
厚
い
雲
が
か

か
る
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。
▼

雲
は
流
れ
、
薄
雲
の
向
こ
う
に
半
分

ほ
ど
欠
け
た
太
陽
が
顔
を
出
し
、
念

願
叶
い
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
午
後
は
夏
の
日
差
し
が
戻

り
、
真
丸
な
太
陽
を
見
て
何
と
な
く

ホ
ッ
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,466世帯（＋２）

総人口

31,808人（－15）

男 15,609人 （＋11）

女 16,199人 （－26）

（７月１日現在）

人の動き

転入   81人（－４）

転出   92人（－13）

出生  22人（±０）

死亡  26人（－２）

 ※カッコは６月対比

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
今
改
め
て
食
の

安
全
、
安
心
を
求
め
「
地
産
地
消
」
の
意

義
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
は
身
土
不
二
そ
の
も
の
で
す
。

道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
は
、
オ
ー
プ
ン

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

身
土
不
二
―
身
と
土
は
二
つ
に
あ
ら
ず
。

即
ち
、
我
々
の
命
と
大
地
は
一
体
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
命
は
大
地
に

よ
っ
て
育
ま
れ
、
や
が
て
大
地
に
帰
る
の

で
す
。
昔
か
ら
自
分
の
生
ま
れ
住
ん
で
い

る
一
里
（
約
４
㎞
）
四
方
の
中
で
と
れ
た

も
の
を
食
べ
て
い
れ
ば
、
病
に
も
か
か
ら

ず
健
康
で
長
生
き
で
き
る
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
人
が
大
地
の
恵

み
を
受
け
て
生
き
て
ゆ
く
最
も
基
本
的
で

自
然
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
界
的
な
目
ま
ぐ
る
し
い
経

済
発
展
の
中
で
、
我
が
国
の
食
料
事
情
も

大
き
く
変
わ
り
、
輸
入
食
品
が
大
手
を

振
っ
て
食
卓
を
賑
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
、
中
国
の
毒
入
り
餃
子
事
件
に

端
を
発
し
、
国
内
で
も
食
品
の
偽
装
問
題

等
が
相
次
い
で
発
覚
す
る
な
ど
、
国
民
の

食
に
対
す
る
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い

以
来
今
日
ま
で
、
徹
底
し
て
地
元
産
に
こ

だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
直
売
所
の
農
産
物

は
総
て
地
元
産
で
す
し
、
食
堂
の
メ
ニ
ュ

ー
も
地
元
産
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
食
に

徹
し
て
い
ま
す
。
地
元
産
の
農
作
物
や
郷

土
食
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
、
道
の
駅
の
役

割
で
あ
り
、
地
域
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ

な
が
り
、
地
元
産
だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
安

心
を
お
届
け
で
き
る
の
で
す
。
道
の
駅
雷

電
く
る
み
の
里
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
元

産
に
こ
だ
わ
り
続

け
ま
す
。

道
の
駅

雷
電
く
る
み
の
里

駅
長　

唐
澤
光
章

⑤

『 
身  
土  
不  
二 
』
道
の
駅
の
こ
だ
わ
り

し
ん 

ど 

ふ 

じ

▲地元産の野菜が並ぶ

▲安全安心をお届けします


